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1. さっぽろのまちづくり
「いやあ、今日もお茶がおいしいですねえ。」

「そうですなあ。」

「天気も良くてなによりじゃ。」

市役所くん、マチオ、時計台じいさんの3人は、いつもの
ようにまちなかの喫茶店でお茶を飲みながら世間話を
していた。

「実は、話があるんじゃ・・・・・。」

マチオが突然真剣な顔で話しはじめた。
突然のことだったので、市役所くんは驚いてお茶をこぼ
してしまった。とても熱かった。

「近いうちに、引っ越そうかと思っているんじゃ。」

「 !!! 」

市役所くんと時計台じいさんは驚きを隠せなかった。

「ただ、まちなかにずっと住んでいたから、ほかの場所の
ことはそんな詳しくないんじゃ。もっと詳しければのう。」

マチオはうなだれた。

「さっぽろのまちのことなら、ワタシにまかせてください！」

市役所くんは熱いお茶を飲みほし、厚いくちびるをふる
わせた。

「そもそも、さっぽろのまちってどうやってできているん
じゃ？」

「ワシも昔はもっと覚えていたんじゃけどなあ。」

2人はそろって首をかしげた。

「おふたりとも、都市計画って聞いたことありますか？」

「トシケイカク？？？？」

「聞いたことはあるが、忘れてしまったのう。」

2人はいぶかしそうに見合って、またお茶を飲みはじめた。

「都市計画は、暮らしやすいまちにするためのしくみな
のです！！ 今日はこのお話をしましょう！ マチオさんの引
っ越し先も見つかるかもしれません！！」

市役所くんは、湯のみを持ちながら、鼻息を荒くして話
しはじめた。
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「都市計画法では、『都市計画』とは、

であるとされています。」

「なんとなく『土地利用』は聞き覚えがあるんじゃが、『都
市施設』ってどんな施設じゃ？」

「道路や公園、学校などの多くの人が利用する施設のこ
とです。住みやすいまちをつくるためには、どこにどん
な都市施設をつくるかをきちんと計画しないとだめで
すよね。」

「みんなが使いやすいようなところに、道路や公園など
があると便利じゃのう。決まりがないと、バラバラなまち
になってしまいそうじゃからな。計画は大事じゃのう。」

「そのとおりなんです。今日は、この都市計画のうち、マ
チオさんの引っ越し先のヒントになりそうな『土地利用』
に関する計画について説明しますね。」

「都市計画の中には、『市街地開発事業』というのもある
ようじゃが？　最近、ウチのご近所に大きくてきれいなビ
ルができてのう、何か関係あるのかねえ。」

「するどいですね！　関係があるものなんですよ。でも、
その話はまたの機会ということで・・・。」
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「あれ？　都市計画の話なのに、ピラミッドが出てきたぞ
い？」

「札幌市では、より良いまちをつくっていくために、次の
ような計画を段階別に立てています。上段の計画に沿っ
て下段の計画を具体的にしていくピラミッド構造になっ
ています。」

「ん？　モエレ沼公園にそういえばこんなやつがあるのう。」

「モエレ沼公園ですか…いいですね。今度一緒に出かけ
ましょうか。みんなで行ったら楽しいですよね、モエレ山
にも登れますね、あと…」

「あれ、都市計画は…？？」

このままだと話が脱線しそうだったので、市役所くんは
話を戻した。

「おっといけない、話を戻しますね。ピラミッドの中にも
いろいろな計画がありますけれど、その中で、さっぽろ
を暮らしやすいまちにするために、どのようなしくみを
つくり、それをどうやって使っていくかという方針をまと
めたものが『第２次札幌市都市計画マスタープラン』で
す。長いので、ここからは『２次マス』と呼びますね。」

「にじます？」

「ニジマスは焼いたらおいしいから、大好きじゃ。」

「・・・・・・魚じゃないですよ！　２次マスは、さっぽろのまち
をどんな考え方でどのようにつくっていくかを長～い目
で描いたまちの設計図なんです。」

都市づくりに関わる事項都市づくりに関わる事項

(平成25～令和４年度)

第２次札幌市都市計画マスタープラン

札幌市決定の都市計画（用途地域など）

札幌市立地適正化計画

（1）まちづくりの計画
　　　まちはいろいろ、プランもいろいろ

　　～第２次札幌市都市計画マスタープラン～
1
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「“第２次”ってなっているけど、前の計画から何か変わっ
たのかの？」

「するどい質問ですねぇ。たとえば、平成16年（2004年）
に最初の都市計画マスタープランをつくったころは、人
口の増え方が緩やかになりつつありましたが、それから
10年以上経った今では、近い将来、人口が減りはじめる
と予測されています。」

「また、地震などの災害に強い、安全・安心なまちづくり
が求められているなど、札幌を取り巻く状況はいろいろ
と変化しているのです。そこで、前の計画を見直す形で、
２次マスを策定しています。」

「この計画では、さっぽろの今後のまちづくりの方向性
を定めるにあたって、市民のみなさんのご意見を聞き
ながら次のような都市づくりの理念を定めたんです。」

「この理念には、いろいろな面でさっぽろの魅力を高めて、
さっぽろに住む人やさっぽろに来る人など、みんなが笑顔
ですごせるまちにするという願いがこめられています。」

「おお！　大好きなさっぽろのまちに笑顔があふれるのは
嬉しいことじゃ！」

「２次マスでは、都市づくりの理念を実現するため、２つの
視点から６つの基本目標を定めています。」

「ん？ 『コンパクトな都市』とあるけれど、コンパクトってい
うことは、まちを小さくするということなのかねえ？」

「ここでいう“コンパクト”は、まちを小さくまとめるという
意味ではなく、今のまちの範囲で中身を充実しようという
ことなんです。」

〔都市づくりの理念〕
S・M・I・L・Es  City  Sapporo
～誰もが笑顔でいきいきとすごせるまちへ～

都市づくり全体の目標
　●世界都市
　●コンパクトな都市
　●札幌らしいライフスタイルが実現できる都市
　●低炭素都市
　●安全・安心な都市

身近な地域の目標
　●多様な協働による地域の取組が連鎖する都市
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「今まで、さっぽろのまちは、人口がどんどん増えたの
で、ぐんぐん大きくなりました。まちの成長に合わせて、
道路や公園などを一生懸命つくってきました。」

「でも、さっぽろを支える人口は以前のように増えないの
で、まちを広げるのではなく、今あるものを活かしなが
ら、より有効に使うことが大切になります。古くなってき
た道路や建物なども直さなきゃいけないですし・・・。」

市役所くんは自分のおサイフを取り出した。薄かった。

「と、とにかく、まちがコンパクトにまとまると、みんなが
集まるところが充実したり、郊外の緑地や農地を減らさ
ずにすんだり、環境にもやさしいですよね。」

「“コンパクト”の説明は長かったねぇ。まぁとにかく、世
の中変化しているということかな。」

さっぽろのまちづくりの設計図

第２次札幌市都市計画マスタープランの
総合的な取組の方向性
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「“コンパクト”のことはよくわかったんじゃが、なんでコ
ンパクトにする必要があるのか…難しいのう。」

「先ほどちょっと触れましたが、今後のさっぽろは、人口
減少が進むと予測されている地域があり、さらに郊外の
一部では、老年人口も減少し、人口減少スピードが速ま
ることが想定されています。」

　　　まちはいろいろ、プランもいろいろ
　　～札幌市立地適正化計画～

2

（まちづくりセンターエリア別）
将来人口総数増減率（H22～42）

「………。」

「やっぱり難しいのう。」

「いまいちピンとこないねえ。」

「おっと、確かにそう言われてみれば、少しとっつきにくい
話かもしれませんね。少し順を追ってお話しましょう。」

「今後のさっぽろは、人口減少が予測されているというこ
とはさっきちょっと説明したのですが、人口の動きにはバ
ラつきがあるんです。」

「赤くなっているところは、今後人口の増加が予測されて
いるところです。主に中央区のあたりが濃く赤くなってい
るのが、よくわかると思います。」

「ワシの住んでいるところの
まわりは真っ赤じゃなあ。」

「ここに書いてある黄色い丸
はなんじゃ？　青くなってい
るところについているようじ
ゃが。」
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「マチオさん、するどいですねえ。まず、青くなっているとこ
ろは、今後人口減少が予測されているところです。札幌市
のかなりの部分が青くなっているのがわかると思います。」

「それではいけません。札幌市はこれまで、みなさんが
便利で快適に生活できるように、地下鉄や道路などを整
備してきました。しかし、人口が中央区やそのまわりだけ
に集中してしまうと、これまで整備してきたさまざまなも
のが使われなくなってしまうかもしれないんです。」

「せっかく便利なところなのに、お店が建たなかったりす
るのはもったいないのう。おまけにマチコの生活が不便
になったら、かわいそうじゃ…。」

「そうならないように、誰もが暮らしやすいまちをつくっ
ていくことが大切になっています。そこで、２次マスとあ
わせて、『札幌市立地適正化計画』
を策定しました！」

「リッチテキセイカケイカク？」

「立地適正化計画は、みんなの生活に必要な施設を、み
んなが使いやすい場所、たとえば、地下鉄やバスなどの
公共交通で行くことができる場所などに集めて、まちを
より便利で暮らしやすくするための方法を考えた計画な
んです。」

「うむ。確かに、マチコが住んでいるまわりに
バスが走らなくなってしまったら大変じゃ！　
暮らしていけるんじゃろうか…。」

マチオはすっかり悲しい顔になってしまった。

「その中で黄色く囲っている部分は、地下鉄が通ってい
るエリアであるにもかかわらず人口減少が予測されて
いるところなんです。」

「地下鉄が通っていて便利なところなのに人が減るん
じゃなあ…。」

「そうなんです。地下鉄が通っているところのまわりは便
利なので、お店や病院、銀行などがたくさん集まってい
ます。また、地下鉄駅とまわりの住宅地をつなぐバスな
どもたくさんありますし、この黄色く囲っている場所の
あたりは、そのまわりの住宅地に住む人々の生活も支え
ているとても大事なところなんですよ。」

「でも、便利なところに住む人が減ってしまうと、お客さ
んが減ってしまったお店などがなくなってしまって、ど
んどん不便な場所になってしまうことも考えられます。
バスも減ってしまう可能性だってありますし…。」
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「ほう、みんなが便利になって住みやすいまちになるの
は良いことじゃねえ。」

「そうですね！　札幌市の立地適正化計画は地下鉄駅など
のまわりだけにお店や住むところを全てぎゅっと集める！
ことを目的とする計画ではありません。公
共交通で行きやすいところの魅力を高
めることで、誰もが歩いて暮らせるコン
パクトなまちを目指していくんですよ。
身近な生活に必要なことは、身近ででき
ると、便利ですよね。」

「用事があるたびに、遠いところまで行くのは何かと不便
じゃからね。マチオさんも都心から引っ越しますし、そも
そも年をとると、動くのもなかなか大変ですからねえ。」

「そうじゃ。そうじゃ。便利なところに住めたほうがやっぱ
りいろいろと助かるのう。でも、まちを便利で暮らしやす
くするための計画といっても、どういうことを決めている
んじゃ？」

「立地適正化計画では、『集合型居住誘導区域』『都市機
能誘導区域』『持続可能な居住環境形成エリア』という３
つの区域を定めていて、それぞれの区域に合わせた取
組を進めることとしているんです。」

「……………シュウゴウガタ…？
　ジゾクカノウ…？　相変わらず
言葉が難しいのう。」

時計台じいさんとマチオは首をかしげてしまった。

市役所くんは少しバツが悪そうだった。

「……聞きなれない名前ですよね。と、とに
かく！　立地適正化計画で決めている区域と
いうのがどういうものなのか、１つずつお話
ししますね。」

「難しい話になりそうな気がするから、ちょっともう１杯お
茶を頼んでからにするかねえ。玉露がええのう。ついで
にようかんも１つもらおうかねえ。」

「お、ワシも茶菓子をもらうことにしようか。おはぎがえ
えのう。つぶあんのもので頼みますよ。」

「おふたりとも、そんなに構えなくても大丈夫ですよ・・・！　
まずは地図を見てもらったほうが良いですかね。あ、ワ
タシもあんみつを１杯もらいましょうか。お腹が空いてし
まいましたよ。」

みんな甘いものには目がないようだった。
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「これが立地適正化計画で決めている区域です！」

「おおー、青とか赤とか緑とか、いっぱいあるのう。」

「真ん中のほうに青いところが多いのう。これはなんじゃ？」

「青くなっているところが『集合型居住誘導区域』という
ところです！　主に地下鉄駅周辺などの公共交通利便性
の高いところに定めているんです。」

「ここは、先ほどもお話ししましたけど、便利でまわりの
住宅地などの生活も支えている重要なエリアなので、
多くの人が住むことのできるマンションや、お店をはじ
めとした、さまざまな建物が集まるような取組を進めて
いるんです！」

「ワシの建っているところも集合型居住誘導区域という
ところじゃな。なんか赤いところにもかぶっておるのう。」

「ワシもじゃねえ。」

立地適正化計画で定める各区域の範囲

■集合型居住誘導区域（地下鉄駅周辺等の公共交通利便性の高い地域）

→人口分布の偏在を是正しつつ、人口密度の維持・増加を図る

■持続可能な居住環境形成エリア（加速度的に人口減少が進む地域）

→人口減少が進む中でも、生活利便性・交通利便性を確保しつつ、持続可能な
　コミュニティの形成を目指す

■都市機能誘導区域（都心・地域交流拠点）

→多くの人が利用する都市機能の集約等による利便性と魅力の向上を目指す

集合型居住誘導区域

都市機能誘導区域（都心）

都市機能誘導区域（地域交流拠点）

持続可能な居住環境形成エリア

区域外で住宅などを
建てる時は、届出が必
要な場合があります。

地下鉄駅
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「そうは言っても、まわりの地域に比べて人口が減ってい
くスピードが速いと予測されてはいますから、このエリ
アでも生活や交通の便利さを維持しつつ、持続的な地
域コミュニティが成り立つような取組を進めていく必要
があるんです。」

「それぞれの場所で、みんなが住みやすいまちをつくっ
ていくというのは、なかなか難しそうじゃなあ・・・。」

マチオはおはぎを口にしながら、つぶやいた。

「そのとおりなんです。みなさんが住みやすいまちをつ
くるためには、市役所だけではなくて、地域のみなさん
と協力をしながら、まちづくりを進めていくことが大切
なんです。」

「まちなかに住みたい人も、郊外に住みたい人も、みん
なが住みたいところで暮らせるようなまちを目指して、
ワタシも頑張っていきます…！　マチオさんが新しく引
っ越すところもきっと良いところだと思いますよ！」

市役所くんはコブシを握りながら、熱弁した。
厚いくちびるが、とても熱くなった気がした。

「おふたりが建っているところは、『都市機能誘導区域』
というところです！　都市機能誘導区域は、さっぽろの顔
である都心や、主要な地下鉄・ＪＲ駅や区役所のまわりに
定めています。」

「ここでは、多くの市民が利用する施設や、札幌に来るさ
まざまな人がさっぽろを魅力的に感じる施設などが集ま
るような取組をしていますよ！」

「緑色は・・・・なんじゃ？」

「緑色のところは『持続可能な居住環境形成エリア』とい
うところです。郊外の住宅地のうち、主に、開発された時
期が古いエリアに定めています。」

「札幌市も将来の人口減少が予測されていますが、開発
時期が古いエリアを中心に、人口減少のスピードが速いと
予測されているエリアがあります。ですが、今後20年くら
いは、人口密度がおおむね変わらない見込みなんです。」

「お、それだと、急に人がいなくなる、というわけではな
いんじゃな。」

JR駅

地下鉄駅

区役所
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「ほう…いろいろなことが、まちづくりには関係あるんじ
ゃなあ。そういえば、最近、新聞で聞きなれない言葉を
見たんじゃが。『えすでーじーえす』じゃったかなあ？」

「マチオさん、それって『ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）』
じゃないですか？」

「おお、知っとるぞ！　初めて見たときは読み方がわから
なかったがのう。」

「さすが！　よくご存じですね！　『ＳＤＧｓ』はSustain-
able Development Goals の頭文字で、『持続可能
な開発目標』といいます。世界にある課題について、世
界が2030年までに解決するための目標として、2015
年に国連で採択されたものなんですよ。」

「ほう…世界の課題解決につながるものなんじゃな…と
ても、大きな考え方じゃのう。」

「ちょっとまちなかから離れたところも住みよい生活が
できるんだったら、ワシも安心して引っ越せるのう。」

「そりゃあ今の場所ももちろんすごく気に入っているん
じゃが、ワシも年だから、もうちょっとマチコのそばにい
たいんじゃ。すぐ横に行けんかのう。」

「うーん…。マチコちゃんは一軒家なので、もしかすると、
すぐ横に…というのは難しいかもしれません。」

「実は、それにはまた別のルールがあるんです。ルール
がないと、バラバラなまちになってしまって、まちの魅力
が下がってしまうかもしれません。」

「まちの魅力ねぇ。」

「さっき、２次マスの説明の時に、地震
とかの災害に強いまちづくりって言っ
ていたけど、災害対策もまちの魅力
を高めることになるのかのう？」

「そのとおりです。地震や停電に強い建物が増えたり、い
ざというときのために必要な備えがあったりすれば、住
んでいる人はもちろん、観光や仕事でさっぽろに来る人
も安心ですよね。まちづくりにおいて、災害対策は大事
なポイントなんです。」
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「ふむ、いろいろな考え方があって勉強になるのう。」

「そう言ってもらえるとありがたいです！　いろいろな考
え方やルールがあって、まちづくりが進んでいるんです
よ。さっぽろも今でこそこんなに大きくなりましたけど、
はじめはとても小さいまちだったんです。」

「さっぽろはまわりのまちと合併して大きくなり、人口も
どんどん増えていきました。でも、これからは人口減少
が予測されているので、今あるまちの魅力を高めてい
くことが大事になっていくんです。」

最初の札幌市（1871年）

今の札幌の範囲

「そうですね。実は、『ＳＤＧｓ』の考え方の中には『住み続
けられるまちづくりを』といったような、まちづくりに求
められる視点もあるんですよ。」
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「さっぽろは合併してどんどん大きくなってきたと話しま
したけど、どれくらい大きいか知っていますか？　実は、
札幌市の面積は112,126ヘクタールもあるんです！　
政令指定都市の中では３番目に大きいんですよ！」

こう言って、市役所くんは自慢げに図を描いた。

「このように市街化区域と市街化調整区域を分けること
を通称『線引き』といいます。単純に違いを書くと…」

「市街化区域は、人が住んだり商売したりする区域なの
で、その広さは、人口の伸びや産業などの見通しを考え
て決めます。たとえば、1人　　くらいの土地が必要だと
すると…」

市役所くんはチョコっと絵を描いた。

「もしも、人が少なく土地が空いているのに市街化区域
を広くすると、道路や公園などをつくったり修理したりす
るのにお金がかかるかわりに、使う人が少なくてもった
いないということになってしまいます。」

「このうち、都市計画を考える範囲を都市計画区域とい
って、札幌市では南西部の国有林などを除く56,795
ヘクタールを指定しています。」

と、中に○を描いた。

「次に、都市計画区域の中を、まちの整備を進める区域
（市街化区域）と整備を抑える区域（市街化調整区域）に
分けます。」

と、さらに○を描いた。

（2）まちづくりのルール
　　　ぴったりサイズはムダがない～線引き～1



34 35

「広すぎる家は、掃除が大変っていう
感じかねぇ。まあ、ウチは広くないが
のう。」

時計台じいさんは、観光客に「え～、
時計台って小さ～い」と言われるこ
とをちょっと気にしていた。

話が別の方向に進みそうだったので、市役所くんは急
いで話を戻した。

「市街化区域と市街化調整区域の境界は、できるだけ
河川や道路などで分けるようにしています。境界線が
ずれて動くものだと困りますから。」

「だから、道路の一本向こうが建物を建てられない区域
だったりするんじゃね…。」

「市街化調整区域は、ふつう建物は建てられないので、
建物のいらない使い方をしてくださいということなん
ですよ。土地にはいろいろな決まりがあるので、買う前
に必ずよく調べてくださいね。」

「今の市街化調整区域は、そのうち市街化区域になら
ないかのう？」

と、時計台じいさんが首をかしげたので、鐘がカンと
鳴った。

「市街化調整区域のうちに土地を買うと安いみたいな
んじゃが。」

市役所くんは首を振った。

「２次マスで将来の計画を立てていますが、市街化区域
は現在の広さを基本としています。人口も減る見込み
ですし、現在の市街化区域の広さは余裕があるので、増
やす必要がないのです。」

区域区分のイメージ図

市街化調整区域

市街化区域
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「話はわかったんじゃが、市街化調整区域でできること
は何もないのかのう…？」

「確かに、先ほど言ったとおりふつうは建物を建てるこ
とはできません。でも、市街化調整区域には、山間部の
森林や公園などの数多くの自然が残っているほか、ス
キー場などのレジャー施設もあり、わたしたちにとって
とても大事なところになっているんですよ。」

「そこで、市街化調整区域では、さっぽろの都市個性を
伸ばし、新たな魅力を創造する、メリハリある土地利用
を目指しています。」
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「市役所が全ての土地を買って、マスタープランのと
おりにお店を建てていく・・・のは、お金が足りないから
無理じゃのう…。」

これを聞いた市役所くんは、おもむろに色鉛筆を13本
取り出した。

「都市計画法では、市街化区域の中にある土地の使い
方を13種類に分けて、どこにどんな建物をどれくらい
の大きさで建てられるかを色分けして決めています。
このルールを『用途地域』といいます。みんなで、その
色分けに従って建物を建てていけば、マスタープラン
に沿ったまちをつくっていけるというわけです。」

「たとえば、赤い色は商業地域で、大通や札幌駅周辺、
新さっぽろ、琴似などに塗られています。」

市役所くんは赤い円を描いた。

「この赤い円の中では、デパートを建てることができ
ますが、多くの危険物を扱うような工場は建てられま
せん。」

「家を建てちゃいけない場所のことはよくわかったなあ。
マチコが住んでいるところもどうやら『市街化区域』の
ようじゃ。マチコのすぐ隣に引っ越すぞ！」

マチオは鼻息を荒くしたが、市役所くんが止めに入った。

「実はそうもいかないんですよ・・・。」

「！！！」

市役所くんはゆっくりと
話しはじめた。

「これまで、２次マスや立地適正化計画のお話などをし
てきましたが、これらの考えを実現するためには、実際
の土地の使い方やルールを決めなくてはならないん
です。」

「たとえば、２次マスのとおりに、都心や地域の拠点とな
る場所にデパートのような大きな店ができるようにした
り、郊外にゆとりのある一軒家を建てたいと考えたとき、
どうやって実現したらいいと思いますか？」

　　　違いのわかる地図～用途地域～2
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「なるほど、郊外の住宅地の真ん中に突然大きなお店
や工場が建ったりしないのは、こういう決まりがあるか
らなんじゃな！　でも、色鉛筆は7色しか使っていない
のう…？」

時計台じいさんはツッコミを入れた。

「それはたとえですから…。次のページで用途地域の
13色をご紹介しますよ！」

「工場を建てるためには住宅地の環境に配慮することも
必要なので、少し離れたところに青色の工業専用地域を
つくります。」

市役所くんはさらにいろいろな色の円を描き続けた。

「そして、この色に従って建物を建てるとこんな風になり
ます。」

市役所くんは模型を示した。

次
の
ペ
ー
ジ
へ



42 43

大公開！！ 用途地域13色

田園住居地域
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「大通あたりが赤い色なのは何となくわかるんじゃが、
全体的に格子状に赤っぽい色が塗ってあるのはなぜ
じゃね？」

時計台じいさんは不思議に思った。

「これが札幌市の都市計画の大きな特徴なのです。札幌
市はほかの都市に比べ、太くて交通量の多い道路が格
子状に整備されています。そこで、その沿道は、歩く人
や自動車に乗る人どちらの生活にも便利なお店などが
建てられるように色分けしています。このような格子模
様は、全国でも珍しいんですよ。」

「へぇー。そんな特徴があるとはのう…。」

「ほかの都市でもそうですが、都市計画ではそれぞれ
の都市の特徴を活かして、用途地域を適切に決めるこ
とがとても大切なのです。また、まちの変化に合わせる
ために、定期的な見直しもしているんですよ。」

「そして、札幌市では下の図のように市街化区域を色分
けしています。この図を都市計画図といいます。」
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「この高さ制限は、都市計画マスタープランをもとに、地
下鉄駅まで歩いていけるような便利なところから、郊外
の一軒家が多く立ち並ぶところまで段階的に高さのル
ールを決めているものなんです。」

「スリムでカッコよくなるのも難しそうじゃし、マチコのす
ぐ隣には、わしのような高い建物はもともと建てられな
いということなんじゃな…。」

マチオは少し寂しそうだった。

　　　違いのわかる地図～高度地区～3

高さ制限（高度地区）の図

手稲手稲

篠路篠路

栄町栄町

新さっぽろ新さっぽろ

清田清田
真駒内真駒内

福住福住

大通大通

麻生麻生

宮の沢宮の沢

都心はグレーや青
そのまわりは紫色、
郊外は緑って感じ
かのぅ

「マ、マチオさん！　どうしたんですか！？
なんだか背が伸びてませんか！？」

「スリムでカッコよくなってみたかった
のじゃ、どうかの？　さっき教えてもらっ
た用途地域のルールは守っておるぞ。」

「ちょっと待ってください！　実は用途
地域のほかにもルールがあるんです。札幌市では『高度
地区』を定め、市内のほぼ全域で建物の高さを制限して
います。」
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「そのとおりです。マチコちゃんの住んでいる郊外住宅
地は、高い建物を建てるのは難しいところになっており
ます…。」

市役所くんは丁寧に言った。

「まちづくりのためには、高さを守ることも大切っていう
ことじゃな・・・。」

マチオは落胆しながらも、状況を受け入れつつあった。

「マチオさん、あきらめるのはまだ早いんじゃないかね
え。マチコちゃんのすぐ隣に住むのは確かに難しいか
もしれないですけど、近くならどうじゃろう？　ちょっと
一緒に地図を見てみませんかい？」

マチオと時計台じいさんはもう一度地図を見てみるこ
とにした。

「おお！　マチコの家の近くにも、少し高い建物が建てら
れる場所があるぞい！　うーんと…ここはどこじゃ…？」

「マチオさんが指しているところは『地域交流拠点』とい
うところです！」

「チイキコウリュウキョテン？」

「地域交流拠点は、拠点周辺だけではなく、そのまわり
の地域の生活を支える役割も担っている重要な場所な
んです。ちなみに札幌市内に17か所あります。」

「さっき、高さのルールは段階的に決めているという話
をしましたけれど、地域交流拠点のまわりには、さまざま
な人が利用する便利な建物も建てられたほうが良いで
すよね。なので、少し高い建物も建てられるようにルー
ルを決めているんですよ！」

「おおおおおおおお！！！！」

「ちゃんと考えられておるのう！！」

マチオの目が輝きはじめた・・・！
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「それでは、マチオさん、このマチコちゃんの近くの『地
域交流拠点』というところに引っ越してみるのはどうじ
ゃろう。ここなら生活するにも便利そうで良いと思うの
じゃが。」

「マチオさんもついに引っ越しで
すか…。ワタシからはちょっと遠く
なってしまうのが寂しいですけど、
一緒に引っ越し先を決めていきま
しょう…！」

市役所くんは、やはり少し寂しそう
だった。

「まあ、会えなくなるわけじゃないし、今度はワシの新し
いすみかにも２人で遊びに来てほしいのう。ほっほっほ。
さて、肝心の場所はどこにしようか。さっき土地の使い
方の基本的なルールは『用途地域』で決めておると聞
いたし、高さも大丈夫そうじゃから、ワシならだいたいど
こでも住めるのう！」

寂しがる市役所くんをよそに、マチオはわくわくして
いた。

「寂しがってばかりもいられないですね…。引っ越しとな
れば荷物も整理しなきゃいけないし、おそばも買わなき
ゃいけないし、大忙しですね！　さあ、そうと決まったら
みんなで準備をしましょう！」

まるで市役所くんが引っ越すかのような気合いの入り
よう。マチオにとって、新しい場所での生活はどのよう
になっていくのでしょうか…！


